
2016年５月11日(水） 

            15：30～17：30 
 旭川市民文化会館 

後援：男女共同参画学協会連絡会   

【座長】  
苅田 香苗 
(杏林大学男女共同参画推進室/ 
 医学部衛生学公衆衛生学教室) 
野村 恭子 
 (帝京大学女性医師・研究者支援センター/ 
  医学部衛生学公衆衛生学講座) 

                    

お問い合わせ：women@med.teikyo-u.ac.jp 野村 恭子 (帝京大学) 

 男女共同参画シンポジウム 

「次世代人材育成と今後の男女共同参画」 

プログラム 
1. 「健やか親子21（第2次）における女性の健康と社会の課題」 
  山懸然太朗  山梨大学大学院 総合研究部医学域 基礎医学系 社会医学講座  

  

2. 「胎児期～小児期の先制医療の重要性：DOHaDとライフコース・ヘルスケア」   
   佐田 文宏  東京医科歯科大学・難治疾患研究所 

  
3. 「三世代コホート調査の進捗と地域別の三世代同居率」 
 目時 弘仁 東北医科薬科大学医学部 衛生学公衆衛生学教室／東北大学東北メディカル・メガバンク機構三世代コホート室 

 
4.「～周産期病院臨床データーを活用した母体体重が分娩アウトカムに与える影響～ 
   帝京大学女性医師研究者支援センターによる若手研究者育成プロジェクト」 
  野村恭子 帝京大学女性医師・研究者支援センター/帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座 

  
5.「出生コーホート研究「北海道スタディ」の意義：特に環境疫学分野における人材育成を考えながら」  
  岸玲子 北海道大学環境健康科学研究教育センター 

 
 


